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など。→ このうちKakuma, MO et al. (2021)とIsobe, MO et al. (2021)の結果を報告。



Subaru/Hyper Suprime-Cam (HSC)

• HSC:すばる可視光超広視野撮像装置（SCの７倍の探査速度）
• ２０１４年から観測スタート。観測完了（2021年）。
• １０００平方度のデータ。

c) HSC Builder’s blog

Suprime-Cam

HSC
M31 
(1 pointing HSC data)



宇宙再電離期の
Lyαハローの検出

Lyα Emission

Kakuma et al. (2021)

HSC Results

• Intensity Mapping法
→z=6-7 (宇宙再電離期)でのLyα輝線ハローを検出 （200-1000 comoving kpc）
→暗黒物質ハローの半径の約5倍
→ 何故、巨大なガスハロー？銀河周囲の水素のLyα散乱で説明難しい。周囲の矮小銀河？(Bacon+21)

• z=5.7とz=6.6を比較：進化無し（エラーを超えるレベルで）→宇宙再電離の影響は非検出



形成初期銀河の鉄元素

• HSCで検出された形成初期銀河
• 鉄の元素量が卓越 (Fe/O) ~ 1.0 (Fe/O)sun (Kojima+20/21)
– 形成初期でなぜ？

Kojima et al. (2021)



• 高い (Fe/O) ~ (Fe/O)sun → 理論モデルによる説明
– Ia型超新星爆発 (SNeIa) による鉄生成？→ No (delay timeより小さい星年齢)
– 間欠的な星形成（古い星種族の存在）？→ No (N/Oが小さすぎるため）
– ダストへの降着→No (IGMのFe/Oが小さいため）
何か？→対不安定型超新星(PISNe)又は明るい極超新星 (HNe)の効率的鉄生成

理論モデルによる検証

Isobe et al. 2021 ApJ in press



まとめ

すばるHSCによる宇宙再電離と銀河形成の観測研究

１）宇宙再電離期のLyαハローの検出に成功
–暗黒物質ハローの半径の約5倍に相当
– Lyα散乱で説明難しい。宇宙再電離の影響は非検出

２）Feが豊富な形成初期銀河の存在
→対不安定型超新星(PISNe)又は明るい極超新星(HNe)の
効率的鉄生成で説明


